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足立区男女共同参画推進委員会会議概要 

会 議 名 令和６年度 第１回 足立区男女共同参画推進委員会 

事 務 局 地域のちから推進部多様性社会推進課 

開催年月日 令和６年６月１１日（火）  

 午前１０時００分 ～ 午前１１時４４分 

開 催 場 所 生涯学習センター 研修室１ 

出 席 者 

【委員】 

石阪 督規 委員長 内藤 忍 副委員長 ぬかが 和子委員 

水野 あゆみ委員 杉本 ゆう 委員 國府田 豊 委員 

新木  香 委員 片野 和惠 委員 札本 安識 委員 

齋藤 ゆきえ委員 市川 慎次郎委員 遠藤 美代子委員 

秋山 知子 委員 佐藤 英二 委員 田口 麻美 委員 

【事務局】 

依田 地域のちから推進部長 小木曽 多様性社会推進課長 

木野瀬 事業調整担当係長 岡 男女共同参画推進係長 

柏村 男女共同参画推進係主査 星屋 男女共同参画推進係主任 

【傍聴者】３名 

会 議 次 第 １ 開会挨拶 

２ 新任委員委嘱状の交付 

３ 各委員紹介 

４ 今年度の主な検討内容について 

 （１）足立区男女共同参画社会推進条例 

 （２）その他 

５ 今年度の委員会開催回数及び開催日の決定について 
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６ その他 

７ 事務連絡  

資 料 

 
・資 料１：第１１期男女共同参画推進委員会委員名簿 

・資 料２：令和５年度第２回推進委員会資料「討論テーマ（案）」 

・資 料３：令和６年度男女共同参画推進委員会開催日程表 

・参考資料：令和５年度男女共同参画推進施策に関する年次報告書 

・参考資料：多様性社会推進課所管各講座等のチラシ 

・参考資料：第８次足立区男女共同参画行動計画（新規委員のみ配布） 

・参考資料：あだち公的表現ガイド（新規委員のみ配布） 

そ の 他 
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（審議経過）  

１ 開会挨拶 

（小木曽課長） 

 皆様、おはようございます。 

 本日はお集まりいただきありがとうござ

います。 

 定刻になりましたので、令和６年度第１

回足立区男女共同参画推進委員会を開催い

たします。 

 本日はご多用のところ、ご出席いただき

ありがとうございます。 

 私は、４月に新たに就任いたしました多

様性社会推進課長の小木曽と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 今、遠藤委員がこちらに向かっていると

いうことをお聞きしておりますので、後ほ

ど到着して参加されると思います。 

 着座にて進めさせていただきます。 

 当委員会は、足立区男女共同参画推進委

員会規則の第４条に基づき、半数以上の委

員の出席がなければ会議を開くことができ

なくなっております。 

 現在、14名の委員にご出席していただい

ておりますので、委員会が成立しているこ

とをご報告させていただきます。 

 また、同規則の第５条により当委員会は

公開することとなっております。あわせて

会議録の作成が必要となっておりますので、

委員の皆様のご発言につきましては後ほど

ご発言内容を確認していただき、ホームペ

ージなどで公開する形となっております。 

 また、恐れ入りますが、ご発言の前には

お名前をおっしゃっていただけると助かり

ますのでご協力のほどよろしくお願いいた

します。 

 また、本日は傍聴人の方もお見えになっ

ておりますのでご承知おきください。 

 それでは、お手元の資料の確認について、

事務局からさせていただきたいと思います。 

（柏村主査）  

 足立区多様性社会推進課の柏村と申しま

す。本日はよろしくお願いいたします。 

 まず、お手元にございます資料の確認を

させていただきます。 

 １枚目が委員会の次第となっております。

２枚目については、資料１、第11期男女共

同参画推進委員会の委員名簿となっており

ます。３枚目、資料２、令和５年度第２回

推進委員会資料討論テーマ案です。４枚目

が資料３、足立区男女共同参画推進委員会

開催日程表でございます。 

 そのほか参考資料が５点ございます。 

 まず、水色の冊子が令和５年度男女共同

参画推進施策に関する年次報告書になって

おります。次に、チラシがカラー刷りで４

枚ございます。この後の書類は新規委員の

方のみに配布しておりますが、最初に花柄

の表紙の冊子が第８次足立区男女共同参画

行動計画。次に、あだち公的表現ガイドで

ございます。 

 

２ 新任委員委嘱状の交付 

（小木曽課長） 

 それでは、引き続き次第に沿って進めさ

せていただきます。 

 次第２、新任委員委嘱状の交付でござい

ますけれども、今回、新任委員が３名いら

っしゃいます。 

 地域のちから推進部長依田より交付させ

ていただきます。 

 該当委員の席までお伺いしますので、恐

れ入りますがその場でご起立をお願いいた

します。 

 水野委員、よろしくお願いいたします。 

 秋山委員、よろしくお願いいたします。 

 新木委員、よろしくお願いいたします。 
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 ３名の委員の皆様、どうぞ今後ともよろ

しくお願いいたします。 

 また、１点ご報告となりますが、足立区

男女共同参画推進委員会で若い世代の意見

を反映させるために、令和６年３月27日か

ら５月２日までこの委員会の公募委員とし

て募集しましたが、こちら区内在住、在勤、

在学で男女共同参画に関心のある18歳から

29歳の方を対象に公募しましたが、応募者

がいらっしゃいませんでした。ご報告させ

ていただきます。 

 

３ 各委員紹介 

（小木曽課長） 

 続きまして、次第３の各委員のご紹介で

ございます。 

 資料１に名簿をつけさせていただいてお

ります。そちらをご覧ください。 

 今回、新たに委員になられた方がいらっ

しゃいますので、皆様のほうから一言ずつ

ご挨拶を頂戴できればと思っております。

時間に限りがございますので、お一人１分

程度でお願いできますでしょうか。 

 それでは、石阪委員長から反時計回りで

お願いいたします。 

（石阪委員長） 

 ただいまご紹介いただきました埼玉大学

の石阪と申します。昨年度から引き続き委

員長を務めさせていただきたいと思います。 

 名簿を見ると私は非常に長くなっていて、

５期目で１０年目に入ります。 

 この間、足立区も様々な施策を進めてき

ましたけれども、皆様からのご意見をいた

だきながら、足立区の男女共同参画、性の

多様性について、さらに建設的な意見をい

ただいてそれを施策に反映させていただく

お手伝いができればと思っています。よろ

しくお願いいたします。 

（内藤委員） 

 ７番の内藤忍です。独立行政法人労働政

策研究・研修機構という厚生労働省所管の

労働政策の研究所で労働法の研究をしてい

る者です。こちらは３期目で６年目という

ことになるかと思います。 

 自分の専門は、労働法の中で、特に職場

の差別、ハラスメントをやっておりまして、

ここでは職場の問題だけではないですけれ

ども、いろいろ学ばせていただこうと思っ

ています。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

（ぬかが委員） 

 昨年より委員を務めさせていただいてい

ますぬかがです。今、ちょうど「虎に翼」

というドラマにはまっていまして、非常に

男女共同参画、本当にもっともっと進めて

いきたいなということを改めてあれを見な

がら感じています。 

 この審議会は昨年１年体験しまして、率

直にいろいろな議論ができるいい審議会だ

と思っていますので、少しでも前向きに進

むように皆さんと一緒に力を合わせていき

たいと思っております。よろしくお願いし

ます。 

（水野委員） 

 １年ぶりに戻ってまいりました水野あゆ

みです。様々身近な方よりご相談を受ける

中で、やはり苦労されている、大変な思い

をされている方々の声が少しでも反映でき

るように、皆さんと一緒に学んでまいりた

いと思いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

（杉本委員） 

 昨年度に引き続き今年も１年間お世話に

なります杉本ゆうと申します。去年も言っ

たんですけれども、初めての方もいらっし

ゃいますので、前職が女子校の教員をして
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いました。そういったときにそれこそジェ

ンダーの問題であるとか、一方で女子だか

らといって何で重たい物を持たないの、二

人で持てばいいでしょうとか、そういった

いろいろな葛藤を持ちながら仕事をしてき

たということもありますので、いろいろ議

論していきたいと思っています。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

（佐藤委員） 

 私は14番で２期目、４年目になります佐

藤と申します。私は実はニュースのサイト

の編集長をやっていまして、そこでいろい

ろなニュースは何なのか、今取り上げるべ

き話題は何なのかというふうにやっていた

んですけれども、ここに来て思ったのが、

ニュースにならないものは何なのか。ニュ

ースからニュース性がなくなったものは何

なのかということを議論したほうがいいか

なと思っています。 

 例えば、ＪＡＬで女性の社長が出ました

けれども、ああいうことがニュースになる

ようではまだまだ駄目で、多様性とかジェ

ンダーとか、そういうものがキーワードか

ら落ちていくほうが私はいいかなと思って

います。そういう視点で議論させてくださ

い。よろしくお願いします。 

（田口委員） 

 15番目の田口です。私も２期目になりま

す。よろしくお願いいたします。 

 所属団体にＤＴＰデザインと書いてあり

ますが、これは多分職種の話で、会社員兼

フリーランスとなります。よろしくお願い

します。 

 働きながら区民として生活しながら、子

どもが、中学生、小学生、園児が３人いま

して、足立区でいろいろ、職場は足立区で

はないんですけれども、職場とか学校、地

域の中で暮らす中で、ここで学んだことが

すごく発見することがいろいろありました

ので、今年度も引き続きいろいろなことを

考えていきたいと思います。よろしくお願

いします。 

（市川委員） 

 11番の横引シャッターの市川と申します。

昨年初めて参加させていただきました。 

 うちの会社は年齢、性別、国籍、障がい

の有無は関係ないということで雇用をして

いまして、多分それで団体推薦をいただい

たのだと思います。今年度もよろしくお願

いいたします。 

（齋藤委員） 

 10番の齋藤ゆきえです。人権擁護委員会

から推薦されて来ております。どうぞ皆様

よろしくお願いいたします。 

（札本委員） 

 ９番の札本安識と申します。東京都社会

保険労務士会足立・荒川支部からまいりま

した。１期２年目です。 

 よりよい提言ができればと思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

（片野委員） 

 ８番の足立区女性団体連合会の片野でご

ざいます。３期目と書いてありますが、正

式には2.5期目くらいの感じです。 

 私たち足立区女性団体連合会は男女共同

参画社会の推進、実現を目指して活動して

いる団体でございます。この委員会は非常

に大切な会だと思いまして、今、後ろのほ

うにも傍聴として来ております。 

 やはりここで話し合ったことをいかに区

民の間に浸透させ、実際に行動していく人

たちを増やすのかという貴重な指針をいた

だく場でもありますので、今年度もどうぞ

よろしくお願いいたします。 

（國府田委員） 

 ５番の國府田豊と申します。１期の２年
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目となりました。足立区では北千住の駅前

にあります北千住パブリック法律事務所と

いうところで弁護士をしています。 

 弊所は刑事事件が多いですけれども、東

京弁護士会が支援する公設事務所というこ

とで、民事事件、家事事件、様々な事件に

触れておりますので、今回もまた皆さんと

一緒に勉強させていただければと思ってお

ります。今年もよろしくお願いいたします。 

（秋山委員） 

 はじめまして、今日からお仲間に入れさ

せていただいております小学校ＰＴＡを代

表してまいりました秋山知子と申します。 

 団体の代表としてはできるだけアンケー

トなどを使ってたくさんの保護者の方から

意見ですとか、そういうものを集めてこち

らにお出ししたい希望がございます。 

 また、個人としましては、私は以前杉並

区で職員をしていたんですけれども、結婚

や不妊治療などで退職して、それからも家

庭内での性的役割ですとかまた社会のいろ

いろな男性、女性の役割というものにちょ

っといろいろな疑問を抱きながら生きてき

た、いわゆるロストジェネレーション世代

でございます。 

 この会議は初めてなので、まず皆様のお

話をいろいろ聞けることをとても楽しみに

しております。どうぞよろしくお願いいた

します。 

（新木委員） 

 ６番のマザーズハローワーク日暮里の新

木と申します。今回初めての着任というこ

となので、いろいろ勉強させていただくこ

とが多々あるかと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

（小木曽課長） 

 ありがとうございました。 

 続きまして、事務局職員のほうを紹介さ

せていただきます。 

 依田地域のちから推進部長です。 

（依田部長） 

 よろしくお願いいたします。 

（小木曽課長） 

 事業調整担当係長の木野瀬です。 

（木野瀬係長） 

 よろしくお願いします。 

（小木曽課長） 

 男女共同参画推進係、係長の岡と主査の

柏村、主任の星屋です。 

 それでは、ここからの議事進行につきま

しては、石阪委員長にお願いしたいと思い

ます。 

 

４ 今年度の主な検討内容について 

 （１）足立区男女共同参画社会推進条例 

 （２）その他 

（石阪委員長） 

 それでは、議事に入りたいと思います。

次第のほう、今は、各委員の紹介まで進み

ました。４番目、今年度の主な検討内容に

ついて、（１）足立区男女共同参画社会推

進条例について、というところから進めて

まいりたいと思います。 

 まず、この条例についてですけれども、

皆さんもご存じのとおり、足立区男女共同

参画社会推進条例、これはできてからかな

り年数がたっています。当時と今とでは社

会の変化も急速ですから、大きな変化をし

ている中で、条例というのは一定の役割を

担ってここまで足立区の男女共同参画を支

えてきたわけですけれども、この間、様々

な施策が足立区でなされました。 

 昨年度、性の多様性について皆さんから

のご意見をたくさん伺う機会がありました。

足立区も皆さんご存じのとおりパートナー

シップ、ファミリーシップが制度として誕
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生して、性の多様性についての施策も着々

と進んでいるという中で、根拠となるよう

な条例、法的根拠、これがないというとこ

ろが皆様から議題として上がって、男女共

同参画社会推進条例があるので、これの見

直しを含めて、この性の多様性についても

何らかの条例としての根拠、これを与える

のはどうだろうかというご意見が出て、皆

様からいろいろご意見をいただきました。 

 足立区以外の区、幾つか選択肢があって、

皆さんで一覧表を昨年度見て、例えばほか

の区ではどんな取組をしているのかという

ことを確認させていただいた経緯がありま

す。本日は３名の方が新しく参加していた

だいていますので、その間の経緯がちょっ

と分からないと思いますけれども、そうい

ったほかの区をいろいろ見ていくと、１つ

はやはり新たな条例をつくって、性の多様

性条例をつくって、きちんとファミリーシ

ップ、あるいはパートナーシップについて

の根拠を与えている自治体もあります。 

 あるいは既存の男女共同参画の条例に一

部文言を追加して、性の多様性にも対応す

るような形でその条例を新たに改正すると

いうようなところも出ています。 

 それから、もう一つは名前を変えて、男

女共同参画・性の多様性条例のような形で、

条例の名称を変えるというようなところも

あります。これも23区とかを含めて東京都

でも様々な自治体によって違うというとこ

ろまでは昨年度ご理解していただいたとこ

ろです。 

 さて、足立区としてはどのような取組に

今後なるのか、これはまた皆さんからご意

見をいただくというよりはむしろ条例をつ

くるのはあくまでも執行機関、区のほうが

つくるんですけれども、我々としては条例

を策定するに当たって、どのような条例に

するかとか、あるいは見直すか、そういう

ところの助言、進言、こういうところまで

はできることになっておりますので、まず

この条例、新しいものをつくるか見直すか

ということは置いておいて、この性の多様

性に向けて何ができるのかというところで

皆さんからご意見をいただき、一旦これを

執行機関に預けて、新たな条例をつくる、

あるいは条例を見直すということになった

場合は、それを役所内で議論していただい

て、リターンしていただく、こういう形に

なろうかと思います。 

 ですので、この間、皆様からの要望、こ

れは恐らく全員一致だと思います。今のま

まではやはりこの性の多様性の問題につい

て、要綱だけで進めているという状況です。

何らかの根拠があったほうがいいという、

ここまでの合意、何か次のアクションがあ

ったほうがいいのではないかというところ

については皆さん、いかがですか。 

 杉本さん、その点についてはいかがです

か。 

（杉本委員） 

 賛成なんですけれども。 

（石阪委員長） 

 どうするかというのは取りあえず置いて

おいて、このままではちょっとということ

でしょうか。 

（杉本委員） 

 一番の原因をつくっている感じがしてす

ごい大変申し訳ないですけれども、要綱の

ままだとやはり不十分だというのは昨年も

申し上げたとおりです。 

 より実行力があるというか、拘束力があ

るというのはやはり条例化がベストだと思

っています。 

 ただ、大変申し訳ない、去年から謝って

ばかりなんですけれども、議会の中でのコ
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ンセンサス、本来こういうのは全会一致に

ならなければいけない条例だと思いますけ

れども、ちょっとまだ一部根強い、一定の

年齢以上の抵抗感をお持ちの世代の方もい

らっしゃるというのも事実で、今そこをま

さに説得をどうやってしていこうかという

ところで、苦労しているところです。 

 逆に言うと、こういう委員会のほうでど

んどん区のほうにプレッシャーをかけてい

ただく、あるいは区のほうにプレッシャー

をかければ議会のほうにもかかってきます

ので、去年以上に強く区のほうに言ってい

くという方針のほうが、仕方ないと反対す

る人も思ってもらえるような雰囲気づくり、

時代と共に仕方ないという雰囲気づくりを

しないとちょっと説得は厳しいのかなとい

う手応えを感じています。 

（石阪委員長） 

 今、お話をいただいたように、もし条例

を改定する、もしくは新しいものをつくる

となったときには当然議会の承認が必要に

なってきますので、先ほど杉本委員がおっ

しゃったように、議会、これはいろいろ皆

さんお考えを持たれているということでも

ありますから、むしろ我々としては委員会

としての意見、これを出すという形にして

いきたいと思っています。 

 この間、どうやって条例を改正するか、

あるいは新しいものをつくるかということ

も含めて、ちょっと手続的なところを課長

のほうから、今後いくとしたらどういくか

というところですが。 

（小木曽課長） 

 皆さんからの様々なご意見を頂戴した上

で、こちらのほうで改正の有無とかも含め

て検討させていただいて、議会にお諮りし

ていきたいなというふうに考えてございま

す。 

（石阪委員長） 

 ということになりますので、この条例に

ついては今すぐここで議論するというより

は皆様からどうすればいいかと。ちなみに

昨年度も皆さんからのご意見をまとめたも

のがあります。 

 例えばですけれども、１つの案として、

せっかく男女共同参画の条例があるので、

まずはそれに加えるという形でもいいのか

なと。何か新たなものをぼんとつくると、

これは何でしょうかという話、今、議会の

話もありましたけれども。 

 私は町田市でも男女共同参画の会長をや

っていますけれども、そこは性の多様性条

例という条例をつくりました。 

 というのはそこの自治体は男女共同参画

の条例がまだないです。今までずっと計画

だけをつくってきたという自治体ですので

条例がない。ですので、今度性の多様性、

東京都と同じタイミングでパートナーシッ

プを始めるに当たって条例をつくろうとい

うことでつくったという経緯があります。 

 ここの場合は男女の条例があるというこ

ともありますので、この見直しも含めて

我々委員会としては執行機関のほうに見直

しをお願いしたいというような進言をした

いと思いますが、これについてはいかがで

しょうか。 

 秋山さん、この間のプロセスですけれど

も、昨年いろいろあったんですよ、この辺

の条例改定まで踏み込んでいこうと。 

（秋山委員） 

 条例改定、必要なことだと思います。 

（石阪委員長） 

 かなり前の条例なんですよね。 

（秋山委員） 

 絶対に必要なことではないですか。手続

は面倒だというのはよく分かっています。 
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（石阪委員長） 

 もともと行政にいらっしゃったというこ

ともありますので、大変だというのは多分

ご存じだと思います。 

 ということですので、一旦ここで条例に

ついては昨年度皆様からいただいた意見を

基にちょっと執行機関のほうにぜひこの性

の多様性の考え方を含めた見直しを委員会

として提言したいというふうに思います。 

 

 （２）その他 

 一旦条例については終わりで、この委員

会、例年テーマを２つぐらい絞り込んで、

それで皆様に議論していただくということ

にしています。ですので、今年度も何につ

いて皆様と議論を深めていくかというとこ

ろのテーマ決めというのを最初に行ってい

きたいと思います。 

 これは事務局のほうで、実は今までどん

な議論について皆さんからご意見をいただ

いたかをまとめてありますので、これは課

長さんのほうから少しお話ししていただけ

ますか。 

（小木曽課長） 

 今、委員長のほうからお話がありました

けれども、当委員会は毎年２つ以上のテー

マを決めて議論していただいております。

１つは条例についてということで、昨年度

から少し続きという形なんですけれども、

先ほど委員長からお話があったように、そ

この部分については２回目以降でまたご意

見をいただきたいと思っております。 

 本日は２つあるうちのもう一つのところ

を皆さんにどういったテーマで今後進めて

いくかというところのテーマ決めをお願い

したいと思っております。 

 お手元の資料２に昨年度の推進委員会で

の討論テーマに関するアンケートを実施し

た結果がございます。こちらのほうもご参

考にしていただいて、今年度のテーマとな

るもう一つの検討をよろしくお願いしたい

と思っております。 

（石阪委員長） 

 これは昨年度どんなテーマをやりたいか

とアンケートしたということでしたか。そ

ういうことですね。ですので、昨年度の委

員の方はこういったテーマを挙げていただ

きました。これは計画に基づいて、番号が

書いてあるのは恐らく８次の番号ですか。

今、第８次足立区男女共同参画の行動計画

がありますが、これは行動計画の指針の番

号ですか。 

（岡係長） 

 すみません、今、ちょっと調べます。 

（石阪委員長） 

 資料で水色のがあると思いますけれども、

これの４ページを開いていただいて、施策

と書いてあるところです。１、２、３、４、

５、６と番号があります。この番号は施策

番号ということになっています。 

 基本、この８次の計画の中からどれを議

論していくかということを皆さんに決めて

いただくので、この中のどれか、15項目の

うちのどれかということになりますが、昨

年度はちなみにもう一つのテーマが、地域

における女性の参画、去年は様々な分野に

おける女性の参画拡大と活躍推進、主に地

域団体における女性の参加率が高くないの

で、ということで昨年度参加されてない委

員の皆さんにお話をすると、昨年度は町

会・自治会で活躍されている女性の方々を

お呼びして質疑応答させていただいたり、

現状をご報告していただいたりということ

をさせていただきました。 

 やはり地域の中でどうしても女性の活躍

の場が少ない。あるいは指導的な立場、特
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に長であったり、リーダー、これがなかな

か女性がなれない、あるいはならない、こ

ういった現状があるということを踏まえて、

そういった方々からのお話をいただいたと

いう経緯があります。 

 今、遅れてこられました、遠藤さん、一

応一言ずつご紹介をいただいたんですけれ

ども、一言で、短くて構いません。 

（遠藤委員） 

 皆様、おはようございます。遅れて申し

訳ありません。あきば商会という自動車の

部品の販売をしている会社の２代目という

ことで、創業は昭和31年なんですけれども、

足立のほかに５営業所、５部門を現在やっ

ております。この委員会に参加することも

何回目かなんですけれども、勉強させてい

ただいています。よろしくお願いします。 

（石阪委員長） 

 遠藤さんも非常に長くお務めいただいて

おります。今年度もよろしくお願いいたし

ます。 

 ということで、皆さんにそういった形で

幾つか絞りこんでいただきたいというのが

今日のまず議題でもあります。喫緊の課題、

足立区として議論しておいたほうがいいと

ころ、こういったところをちょっと挙げて

いただければと思います。 

 昨年は地域のお話をしましたので、結構

大変でした。正直な感想を申し上げると、

いろいろな意見が出てきまして、やはり代

表的な意見としてあったのは皆さんプライ

ドを持って、自分のできることをやるとい

うスタンスです。ジェンダー、平等、ある

いは地域の中での女性の地位向上というこ

とを意識して動いているというよりは今で

きること、与えられたことをプライドをも

ってするというお声が多かったと記憶して

いますし、やはりこの課題というのはいわ

ゆる男女の問題だけではなくて、今は町

会・自治会の加入率が下がっている中で、

やはりいろいろな問題があるなという、そ

ういった問題もご提示していただきました。 

 このテーマ以外ということになると思い

ますが、ちょっと聞いてみましょうか。 

 片野さん、何か、これを今年はやったほ

うがいいとか、テーマはございますか。 

（片野委員） 

 女団の片野です。町会・自治会のお話が

あったんですけれども、ようやく私は防災

士の資格を取って、これから町会で入ると

いうことで、今、町会は本当に分かりづら

くて、組織がどうなっているか。婦人部も

実際に動いてなかったりとかしていること

が分かってきて、ちょっと地域の問題、ま

ず私自身が勉強しないとなかなか難しい、

町会で入ってみないと分からないというこ

とがたくさんあるので、私たちが想像した

のと全く違って、当たり前のように男女、

ジェンダーバイアスというか、性的役割分

業を受け入れている方たちが今やっていら

っしゃる。 

 それがすごくびっくりして、驚いて、こ

れは世代間ギャップがあって、町会・自治

会に入らないということがあって、こうい

うところも関係あるんだなと少しこのテー

マは寝かせていただいて、私自身もちょっ

とこれから町会活動をしていくので分かる

と思います。 

 同じように、防災のことが出ていたと思

います。男女共同参画の視点に立った防

災・減災等の取組。ちょうどこれを受けて、

６月15日、今度の土曜日にチラシを配らせ

ていただいてフォーラムを行うんですけれ

ども、これに対しても今現状、女性防災士

がどこにいるかというのを、防災士がどこ

の避難所にいるかという登録を出して、区
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に提出しているところらしいです。 

 ですので、その数値が多分上がってくる

のは今年いっぱいかかってしまうと思うの

で、なかなか把握するのが難しい。 

 防災士自体はいろいろな形で取っている

方がいらっしゃるので、区が把握している

のは本当に一部の方法でしかないので、ち

ょっとここも難しいかなということで、今

までやってないテーマということで、10、

11とかこの辺はやってないかなと思うんで

すよね。いかがでしょうか。私自身もこれ

というのが浮かばなくて困っています。 

（石阪委員長） 

 今、片野さんが言われたのは、８という

のはなかなかここで議論するのはまだ難し

い。いわゆる防災・減災の取組について。

ですので、今までやってないというところ

を見ると、10、11あたり、就業、生活の安

定、自立を目指した取組。これは特にひと

り親家庭、生活困窮、こういった方々への

支援、困難を抱える世帯。 

 足立区がかねてから力を入れているとこ

ろの１つでもあると思いますけれども、こ

ういったテーマはどうなのかという、こう

いうご提案です。 

 ほかは、内藤さん。 

（内藤委員） 

 今のことに関連して、数年前にこれをテ

ーマに入れたことはなかったですか。 

（石阪委員長） 

 シングルマザー、やったかもしれません

ね。 

（片野委員） 

 コロナ禍あたりにやりました。 

（内藤委員） 

 事務局のほうで、過去、近年何を取り上

げたかと、どこかで一覧にしていただいた

ような。 

（ぬかが委員） 

 一覧をいただきましたね。 

（内藤委員） 

 それを出していただいて、でも今日決め

たほうがいいですよね。 

（石阪委員長） 

 できれば。まず１つは決めたほうがいい

ですね。 

（内藤委員） 

 はい、分かりました。 

 最近、どんなテーマをやったか、昨年度

は、この５ページに書いてありますけれど

も、毎年２個ずつぐらいやっていると思い

ますが、私の記憶では、役所の女性管理職

やりましたし、ワークライフバランスやり

ましたし、教育委員会についても。事務局

のほうで何か口頭でいいので、近年のこと

をお話ししていただくことは可能ですか。 

（石阪委員長） 

 私のほうから、私が多分一番長いと思う

ので、今までのテーマ、昨年度の会議の中

で一旦配られました。こんなテーマがある

ということ。 

 一通り私が見る限り、網羅的にやってい

ったはずなんですね。漏れがないように。

これはあくまで長いスパンで考えたときで

す。ですので、皆さん委員の任期中という

ことになると、これはまだやってないなと

か、これをもう一回ちょっと足立区として

はかなり重要だからやってみたい。こうい

うことでも構わないのではないかと思いま

す。 

 例えば、３年前にやったからもういいだ

ろうということでは必ずしもないので、た

だあまり近いと去年やったとか、おととし

やったということになりますと、ちょっと

意見がかぶってしまうということもありま

す。 
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 むしろ今の足立区の男女共同参画を取り

巻く環境の中でむしろ皆さんが課題だと思

っていることを挙げてもらったほうがいい

かもしれません。あまりテーマというより

は、ちょっとそれぞれ伺ってみましょうか。

私はこういうところが課題だと思うとか、

実はこの辺はもう少し皆さんからご意見を

いただきたい、議論したほうがいいとか、

議員の皆さんは最後ということで、議員の

皆さんはたくさん課題があると思いますの

で。 

 まずは佐藤さんから順にいきましょう。

どのあたりが今、足立区として１つ課題で

あるか。 

（佐藤委員） 

 足立区としてどうかというのはちょっと

分からなかったんですけれども、私が表を

見ていて思ったのが、例えば４ページの１

の多様性といったときに、指標とか数字が

ないと皆さん感じるものが違うと思うので、

こういったところを１から15まである中で

数値化できるところからやっていくのをま

ず第一に必要かなと感じました。 

（石阪委員長） 

 数字という点でいうと、この水色の後ろ

のほうにいくと、実は様々な活動指標と目

標値というのが書いてあって、達成できて

いるもの、できていないものとありますの

で、こういったところを見ながらというこ

とでも構わないと思います。なかなか思っ

たように進捗がいっていないとか。 

（佐藤委員） 

 例えば、多様性といった段階でもうさじ

を投げちゃうというか、あまりにテーマが

広すぎちゃって、どこに視点を置けばいい

のか、例えば障がい者に視点を持つのか男

女に視点を持つのかによって多様性という

のはいろいろ今言われていますけれども、

捉え方が違うと思います。その辺がみんな

が考えていることが一致する方向のものが

テーマとしてはいいのかなと思いました。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 順にちょっといきましょうか。 

 田口さん、いかがでしょうか。 

（田口委員） 

 私は４番の表でいくと、13、14、15あた

りのこの委員会についての運営とか意識、

啓発とか、先ほど冒頭に若年層の意見が欲

しくて応募したけれども応募がゼロだった

ということですよね。 

 というところもあったり、そこら辺で、

いろいろこちらで議論に参加させていただ

いたんですけど、結局は自分が暮らしてい

ても、関心がないというか、不利益を被っ

たり、実際に困っていることがちょっとし

たことであっても、特に意識がいっていな

い人が多い。 

 私もここで参加して気づくことがあった

んですけれども、例えば学校でＰＴＡで名

簿のことをやっていたりしても、みんなで

話していたら、「君」、「さん」といった

ときに、「君」って言っちゃいけないんだ、

今はジェンダー平等だからねとか。 

 力仕事だから何々先生に任せようという

ときに、それは男性だけだったらジェンダ

ーがねみたいな感じで、ちゃんとした捉え

方というか、今はジェンダーだよね、気を

つけなきゃいけないよね。そんな感じで捉

えていることがすごく多いというか、それ

も別に悪く捉えてやろうという感じじゃな

いですけれども、何となく意識が、私がそ

こでわっと言ってしまうと、多分、何言っ

ているの、みたいな意識というのはムード

として、学校、保護者間、友人の間でもあ

るというか、そんな感じでまずどう周知し
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ていったらいいのかとか、若年層の応募が

なかったということに対しても……。 

（石阪委員長） 

 ２番あたりの幼少期からの他者理解の啓

発の充実ですね。 

 例えば子どもたちもそうですし、特に若

い人というお話がありましたが、若い人へ

の啓発というのが、意識が今、変わってき

ているんだけれども、そのあたりの実態把

握ということも含めて、これだと教育現場

になってしまうかもしれませんけれども。 

（田口委員） 

 ジェンダー気をつけなきゃいけないこと

だよね、ちょっと捉え方に何かずれがある

というか、そんな感じで、ペナルティじゃ

ないですけど。というところでどう意識づ

けたらいいのかなと考えていきたいなと思

っています。 

（石阪委員長） 

 今、非常に面白い視点もあって、我々ど

うしても大人たちの意見をベースに議論す

るということがあるんですけれども、実際、

小中学生の発する声や思いというのを我々

がダイレクトに議論する機会はあまりなか

ったと思います。 

 昨日、基本計画が審議会で行われて、何

人かここでも出席された方がいるんですが、

その際に小中学生のアンケートをとりまし

た。足立区としては結構珍しい、小学生、

中学生はタブレットで直接自分たちの町に

対する思いを入力したデータを我々は開示

されて見たんですけれども、こういった子

どもたちの声をあえてここで取り上げて議

論するというのも面白いのかなというのは

１つありました。 

 どうしてもＰＴＡ、親、大人、こういう

人たちがよかれと思って様々な施策、提言

をするわけですけれども、実は子どもたち

は大人たちが思っているものと全く違った

ものを望んでいたり、そういう可能性もあ

るなと思います。 

 これは若者たちもそうです。あえてここ

のメンバーに若者を入れたい、特に二十代

の若者を入れたいと思ったのは、やはり若

者によかれと思って我々が提言したことが

若者にとってみると、いやそれはありがた

迷惑だということもあるかもしれない。 

 そういったギャップを防ぐためにもやは

り若い人が委員に入っていただきたかった

という思いがあります。なかなか難しかっ

たです。今回は応募ゼロでした。そういう

意味では、非常にいいアドバイスではない

かと思います。 

 それでは続いて遠藤さん、どうでしょう

か。この中からどれかというわけではなく

て足立区の課題、ご自身が考えておられる、

課題で構わないです。このあたりをちょっ

と議論したいとか、このあたりもう少し議

論を深めたほうがいいとか。 

（遠藤委員） 

 会社を経営している立場という自分の立

ち位置からしかなかなか見られないので、

若いお母さんのこととかちょっとなかなか

あれですけれども、まだまだ職場での女性

が男性と同じ仕事をしようとすることに対

しての圧力まではいかないですけれども、

差別感というのがうちの会社でもあるんで

すね。 

 ただ口で「そうじゃ､駄目だよ」というこ

とを言っても、なかなか分かってもらえな

くて、先ほど５営業所があるというお話を

しましたけれども、ハラスメントが最近、

これは社内のパワハラもあれば、仕入れ先

に対してのカスハラ、商品に不具合があっ

て仕入れ先に対して言ったところらちが明

かなくて、かっとなったんでしょう。 
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 相手は電話で新人の女の子なんですね。

それに対して30分以上わーっとやってしま

った。ちょっとこれは問題だというので、

すぐに私と幹部で謝りに行きました。 

 そのあたりがまだまだ、10年前だったら

それでも済むわけはないんですけど、今は

もうそういう時代じゃないんだけれどもそ

ういうことが現実問題として起きているの

で、やはりそこは職業とか置かれている立

場に関係なく、ハラスメントに対する認識

というものをもっともっといろいろな方法

で社員もそうですし、家庭内もそうかもし

れないですけれども、認識を改めさせると

いうか、変えていくように声をかけないと

いけないのかなと、つくづく感じています。 

 明日、実はこれをテーマに社内で勉強会

をやることになっていますけれども、もう

本当に悩みの種なので、こういうことが足

立区の中でもいろいろな場面でまだまだ課

題になるのではないかと実感しています。 

（石阪委員長） 

 これで言うと５番のところですね。雇用

面における男女共同参画の推進の中の、ハ

ラスメント防止の啓発、企業の中でも進ん

でないところがあるというお話をいただき

ましたので、ここを１つ取り上げてもいい

のではないか。ハラスメントは今まであま

りなかったテーマだったと思います。 

 市川委員、いかがでしょうか。 

（市川委員） 

 うちも子どもが３人いまして、大学２年

生と高校３年生と中学２年生です。話をし

ていると、我々大人よりも子どもたちのほ

うが、ＬＧＢＴＱとかジェンダーは詳しく

知っているし、許容していて、先ほどの杉

本先生じゃないですけれども、実際に理解

ができていなかったり受け入れ難くしてい

るのは高齢者、年配者、我々のほうなので

はないかと思っています。 

 なので、何でそもそも男女共同参画が必

要なのかという必要性を若者よりも年配者

たちに伝えていくほうが重要なのではない

かと思います。 

 あとは私も会社を経営していますし、マ

ザーズハローワークさんも参加されている

ので、ひとり親家庭支援とか生活困窮者と

かそういうところが、これは足立区さんな

んかもすごく力を入れているところだと思

うので、ここで動けばリンクしてほかのと

ころにも動くとか、いい波及が生まれるの

かなと勝手に思っています。 

（石阪委員長） 

 いわゆる１つは高齢者に向けた啓発、高

齢者って我々も含めて中高年以上、それと

もう一つは先ほど言ったように困難を抱え

る世帯、女性、こういった方々の就職支援

であったり、生活支援、これを１つ足立区

としては重要ではないかと、こういうご指

摘だと思います。 

 それでは、齋藤委員、お願いします。 

（齋藤委員） 

 どれがというふうに明確に思っているわ

けではないですけれども、先日、国会で共

同親権というものが成立されまして今後そ

の方向でいろいろな変化が起きてくるのか

なというふうに個人的に思っています。 

 足立区はひとり親の割合が意外に多いと

ころですので、やはり共同親権、これから

どういうふうに、今はこうだけれどもどう

変わっていくのかということも含めて、ま

た現状のひとり親の方が女性ばかりではな

くて男性、パパが育てているというケース

もあると思います。 

 こういったひとり親家庭に対しての男女

別なく必要な支援の洗い出しというのがや

はり重要なのではないかなと思っています。 
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（石阪委員長） 

 まさにタイムリーな話題で、共同親権、

先頃国会を通りましたけれども、実態とし

てはまだ未知数、どうなるか分からない。

本当にうまく運用ができないということも

あり得るので、今のお話としてはやはりお

一人でお子さんを育てていらっしゃる、男

女問わずですけれども、そういう方々のご

意見を聞いて、区としてどのような支援が

可能か、政策が可能か、これをちょっとみ

んなで考えてみたいと思います。 

 非常に、今、重要な話題だと思います。

ありがとうございます。 

 それでは、札本さん、お願いします。 

（札本委員） 

 去年、私は企業内における男女の賃金格

差みたいなことをちょっとテーマとして挙

げさせていただきました。これでいうとあ

と５番かなと思います。賃金の話がないの

で、どれかなと思って見ていたんですけれ

ども、あとは７番の女性や子どもに対する

あらゆる暴力の根絶、これもちょっと喫緊

の課題かなと思っております。 

 それに関連して、10番、11番あたりも７

番に関連して大事かなというふうに思って

います。 

（石阪委員長） 

 たしかに、賃金の話をされていて、短期

のところには一応女活法の中に賃金格差の

公表をしなければいけないということにな

っていて、その割合というのが目標として

入っているのかな、この短期の指標の中に。

だけれどもこの政策の中、取組の中には賃

金格差の是正というのはあまり入っていな

いというところもあるので、恐らく行政の

ほうもなかなか資料を持ってない可能性も

あります。とても大事な課題です。まさに

国レベルで考えるようなテーマだと思いま

す。 

 片野さん、お願いします。 

（片野委員） 

 私は個人的にものすごくここで取り上げ

たいと思うのが、先ほど杉本議員がおっし

ゃっていたんですけれども、区議会議員に

おける男女共同参画への理解している人の

割合を出してもらいたいなと思います。 

 条例にしても何にしても、これは区の職

員に対して指標として出ていたりするじゃ

ないですか。区議会議員の方たちはどうな

のかなって。有権者として私は思っている

ところです。 

 それはちょっとパンドラの箱ちっくです

けれども、聞けたらとてもうれしいなと思

っていることです。 

 あとは幼少期からの他者理解、啓発を充

実という、家庭内男女共同参画、これは幼

少期も例えば子どもと話していると、やは

り依然として「お母さんが洗ってくれない

からさ」とか言っているんです。というこ

とはいまだにおうちで子どもたちはお母さ

んは洗ってという、そういうことがいまだ

に成り立っているので、小学生のアンケー

トを基本計画でとっていましたけれども、

あれは絶対にｈｙｐｅｒ－ＱＵと同じで授

業中にとるべきだと思います。 

 そんな何本も要らないので、意識調査と

して足立区の学力調査のときとかアンケー

トをやる、３時間目がそういう時間なので

そこのところにちょっと入れてもらうとか、

あと10分くらいで終わるものだったら休み

時間を使ってとかできるので、そういう形

で直接子どもたちの意見を聞いたらどうか

なというふうに思います。 

 今、Ｃ４ｔｈ、メールで送ってしまうと、

親の意見も入ってきてしまうので、明らか

にこれは親だよねというのが昨日あったの
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で、できれば直接ダイレクトに、数問でも

いいのでとってみる、子どもたちが今どう

いうふうに受け止めているのか、いまだに

私の実感としては、家庭内男女共同参画は

あまり進んでいないかなというふうに思い

ます。 

 昔も共働きのおうちとかはお父さんがや

っていたり、あと自営業だった方はやって

いたりすると聞きましたけれども、あと農

家の方とか。でも、今も両方働いているに

もかかわらず一定数の方が男女で分かれて

家庭のことをやっているという、それを子

どもたちの側からあぶり出してみるという

のはよろしいのかなというふうに思います。 

（石阪委員長） 

 そのとおりです。確かにそのアンケート

の内容を見る限り、これはどう見ても小学

生が書いたものではないなというのも多々

ありました。これは担当課のほうも課題だ

と言っていましたので、タブレットで入力

するとなると､親が多分代わりにやってしま

う、場合によっては子どもにあまり聞かず

に親が入力してしまうこともあるので、今

の話だと、やはりダイレクトに聞ける機会

が本当はあると一番いいですよね。 

（片野委員） 

 実際あるので、子どもたちは実際にアン

ケートに答えているので、その中の設問に

入れてしまえば。 

（石阪委員長） 

 そうですよね。どうしても後ろに先生や

親の目があると、子どもも正直に書けない

というところもあるので、本来だとそうい

ったところは別にアンケート聴取ができる

ような機会があればいいんですけど。 

 続きまして、國府田さん、お願いします。 

（國府田委員） 

 大きく分けると２つあるかなと思います。

１つ目は弁護士として今感じていることな

んですけれども、やはり足立区の相談、事

務所の相談ですごい感じることというのは、

足立区のご相談は無職の方、生活保護を受

給している方というのが非常に多いです。 

 冒頭の自己紹介のところで刑事事件を中

心にというお話をしたんですけれども、実

は扱っている半分ぐらいは債務整理系の事

件になっています。任意整理もありますけ

れども、やはり返せないので自己破産とい

うのがほとんどなんです。 

 なので、そういう点ではこういう生活困

窮者の方に対する支援というのはより強化

をしていく必要があるのではないかと考え

ています。 

 もう一つ、法律相談、ＤＶに関するご相

談というのも多いです。最近では身体的な

暴力というのはそこまでなくて、それ以外、

経済的なＤＶとかモラルハラスメントと言

われるものが非常に多く感じています。 

 実は女性から男性に対するＤＶというの

も最近では増えてきています。女性の力が

強くなっているというのもあるのかもしれ

ないですけれども、その反面男性が苦しい

思いをしているというのも実際のところで

はあります。 

 大きく分けた２つ目なんですけれども、

去年、少しお話をさせていただいたと思い

ますけれども、今までやってきたことを見

直していこうというのが必要なのではない

かと思っています。推進体制の整備とか強

化、やりっぱなしになってはいけないとい

うところで、今までやってきたことを見直

して修正してさらに提案していくというこ

とが必要なのではないかと考えています。 

（石阪委員長） 

 実際に、様々な社会的な課題に加えて推

進体制の整備、これは数字も出ていますし、



17 

うまくいっていないところをもう一回洗い

出して、何が必要なのかを考えるという、

そういった形になると思います。 

 皆さんのお話をいろいろ伺って、今度は

秋山委員、お願いします。 

（秋山委員） 

 小Ｐ連代表として来ています秋山です。

私はまだ小Ｐ連の代表としてではなくて今

回は個人としての思いで２つ申し上げたい

なと思っています。 

 先ほどの國府田さんの話と関連するんで

すけれども、私は男女共同参画について考

えるとき、どうしても女性がテーマになっ

ていることが多いと感じていて、男性の生

きづらさということも最近話題になってき

ていますし、ちょっとそこの認識の知見が

まだ集まってないところなので、そこはち

ょっとトピック立てて集中的に話す、弱い

男性というか犯罪に走るというイメージが

あったりします。そこをぜひ考えていただ

きたいなというのが１点目です。 

 ２点目、これはすごく、ふだんの暮らし

の中で感じる男女の多様性の問題について

なんですけれども、私は実は足立区の銭湯

のお手伝いをやっています。そうすると心

と体の性が一致してない人をどう扱うかと

いうのは浴場組合でもいつも話題になって

います。 

 私個人で心と体の性が一致してない友達

がいたりして、銭湯でアルバイトしていた

りするんですけれども、いつもその点につ

いては考える。でも周りもどう対処してい

いのか、ちょっと今多様性、多様性と言わ

れているんですけれども、そういった暮ら

しのレベルではどうすればいいかがみんな

右往左往している、田口さんがさっきおっ

しゃったようなことともすごく近いんです

けれども、なので多様性の敷居が高いもの

に今はなりつつあると思うので、自分たち

の暮らしに下ろして考える、そういうボト

ムアップのことをやっていってほしい。 

 条例改正だとやはりトップダウンで下ろ

していくことなんですけれども、例えば特

に考え方が固まっている中高年層について

は、ワークショップみたいな形で自分たち

が話し合って考えを変えるというようなこ

とを通して、男女多様性の考えを少しずつ

浸透させるとか、あと子どもたちから直接

アンケート、区民からも直接意見を聞くと

いうふうなボトムアップとトップダウンを

両方でやっていくということが必要なので

はないかと思いました。 

（石阪委員長） 

 男性弱者と呼ばれる方々に対するサポー

ト支援が必要なのではないかというご意見、

もう一つは多様性の問題ですけれども、制

度はできたと。あとは啓発、ご年配の方や

子どもたち、足立区もいろいろグッズをつ

くったりとか、いろいろかなりやっている

んですけれども、それを含めて今後どうい

った啓発が可能かということをちょっと考

えてみたいと、こういうご提案だったと思

います。 

 それでは、続いて、お願いいたします。 

（新木委員） 

 私は今回初めてで、どれがというわけで

はないですけれども、今、携わっている職

場の関係で申し上げますと、雇用面という

ところになってくるのかなと思っています。

ただ、働くに当たって、例えばひとり親の

方が働くに当たっても、まず働ける環境が

整っていないという部分というところの相

談もありまして、実際に仕事の紹介とか相

談の前の段階というところがあったりしま

す。その辺が男女問わず問題があるのかな

というところを考えております。 
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 あともう一つ、足立区というと生活困窮

者の方が多いというふうに聞いております。

実は私は足立区というのが初めての現場で

して、今勉強中というところもあり、男女

共同参画も兼ねていろいろ勉強させていた

だければなと思っております。 

 若い方がなかなか、私たちと同じような

意見を持っていないというところにも個人

的には興味がありますので、その辺も考え

ていきたいなと思っております。 

（石阪委員長） 

 まず１つは雇用ですけれども、受け入れ

る企業側の環境がなかなか整っていない。

例えば求職者の要望に合ったような環境、

恐らくそこにはいろいろな背景があると思

うんですけれども、そういったものが１点

です。 

 それから、もう一つはやはり困窮者とい

うところ、足立区の課題としてはこれもか

なり大きいということ。 

 それから、若い人、こういった方々とそ

の上の世代とのギャップ、こういったとこ

ろも１つ課題であるということです。 

 それでは、杉本さんからお願いします。 

（杉本委員） 

 今日、ご意見がありましたけれども、や

はり冒頭、小木曽課長のほうからもあった

ように若い人の応募がゼロでしたというと

ころがあって、去年１年間携わっていて感

じたことは13番の推進体制の整備強化、こ

こを先にやらないと多分いろいろな議論、

実態にあった議論ができないのではないか

というのを去年１年感じました。 

 先ほど石阪先生がおっしゃっていたよう

に、我々一生懸命考えても若い人からした

ら余計なお世話だと言われてしまうという

話です。 

 今でも覚えているんですが、昨年この委

員になる直前にＬ・ソフィアでやったお二

人が登壇していたシンポジウムで、Ｚ世代

の若い女性の方がいらっしゃいましたよね。

あのときにあの方がおっしゃっていたのは

我々の発想とずれているという話をされて

いた部分があるので、去年も言っていたん

ですけれども、若い人がいないと絶対にま

ずいと思います。 

 ただ、今回のスケジュール案を見ても分

かるんですけれども、例えば18歳から29歳

の若い人、まさに社会のど真ん中で大学生、

学生、社会人をやっている方が、平日の昼

間に集まれというのはかなり無理がありま

す。 

 今日の名簿を見てもそうなんですけれど

も、それ以上の年齢の方に関してもいわゆ

る一般的に会社員と言われる方々が参加し

づらい。ここを見ると、議員、いわゆる士

業、自営業、いわゆる自分で時間のスケジ

ュールを管理できるお仕事の方が集まって

しまうので、地域のちから、町会関係もや

って申し訳ないですけど、時間をまず遅い

時間にして、いわゆるこの世代の人でも、

サラリーマン世代、一般の方と若い人が来

やすい時間設定をしないといけないのかな

と、特に今年度に関してもう新しい若い人

は入れられないですけれども、できればち

ょっと時間を幾つか１日か２日はそういう

時間にして、委員ではなくても若い人を何

回か呼んで話を聞ける機会を今年度中から

やったほうがいいのではないかと思ってい

ます。 

（石阪委員長） 

 委員会提言ということで、区長のほうに

もう少しいろいろな方が参加できるように、

特にオンラインで会議を開催するとか、こ

ういったこともちょっと検討してもらいた

いというような提言を我々つけさせてもら
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ったんですけれども、例えば若い方でも大

学生とかであればオンラインであれば、こ

ういうところに入ってこられる。あるいは

勤務の時間でもわざわざ役所まで来るとい

うことは難しいけれども、職場や自宅から

だったら入れるという声もあるので、むし

ろ柔軟な会議の進め方、こういったところ

も１つの課題としてあるということです。 

 もう１点は、途中からでもありだと思っ

ています。メンバーを増やすということは。

例えば３回目から若い人に入ってもらうと

か、いけるならそれもありかと思います。 

 基本計画の審議会のときも一緒だったん

です。当初誰もいなくて、やはり委員さん

からの意見が、高齢者、年配の方ばかりで、

これでこれからの足立区の基本計画を議論

していいのかという議論から、途中から若

い方を入れようと。 

 そのときに１名募集で、たしか６名くら

い応募がありました。皆さん二十代前半の

方々ばかりでした。その中から選考して１

人に入ってもらったという経緯があります。 

 恐らく、私は男女共同参画という名前が

若い人に刺さらなかったのではないかと個

人的には思っています。何をやるのか分か

らないし、自分が若者としてこれに参加す

ることによって区がどう変わるのかという

ところが見づらかったのかなという、伝え

方とかネーミングの問題もあったのかもし

れませんが、例えば基本計画というと足立

区の根幹になる計画を議論するんだから私

が入って言うことによって大きく変わるの

ではないかと、その先がイメージできるん

ですけれども、そのあたりも１つ課題なの

かなと思っています。 

 私が言うのもなんですが、そこまで関心

がないのかもしれない。男女共同参画とい

うテーマに対して。名前をちょっと変えて、

例えば性の多様性の問題、働き方の問題、

将来のキャリア形成の問題、こうなってく

ると若い人が一言言いたいというような形

に多分なってくると思います。 

 これも伝え方ということもあると思いま

すので、もし今後機会があればそういった

若い方の話を聞くということはありかもし

れません。委員として入っていただくこと

もあり得るかもしれないですし、ゲストの

ような形でお話を聞く機会を設けてもいい

のかもしれません。 

 続いて、水野委員、お願いいたします。 

（水野委員） 

 皆さんの意見を聞いてどれも話すと盛り

上がるという内容だと思いますけれども、

やはり日常生活に即していることが男女共

同参画の内容なのかなとどれも思うので、

やはりうちなんかも子どもが男女いますけ

れども、やはり男の子のほうにもしっかり

ご飯をつくってもらったり、洗濯物を干し

てもらったりしています。 

 旦那のほうは昭和の人なので、なかなか

やってもらえなくて苦労しましたが、やは

り昨日も洗濯物を干してもらったり、少し

ずつ調教しているところです。やはり幼少

期のときからの他者への理解、啓発という

ところでは、今、小中学校でも進んでやっ

てくれているので若者たちは昭和世代の人

たちよりは大分理解が進んでいるのかなと

思います。 

 どれも大事だなと思いますけれども、私

はいろいろな方のご相談がある中で、ＤＶ

とか児童虐待というところで、ひとり親の

方の解決というのが区も一緒になってやっ

てほしい、やってはいただいているんです

けれども、そこにさらに踏み込んだことが

またこういったところでも話し合えるとい

いのかなというふうに思っています。 
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 あとは仕事面においても保育士は女性が

いいとか男性がどうのとか、介護、ヘルパ

ーさんも女性でなければ困るとか、いろい

ろな要望もあったりする中で、男女じゃな

いんだよというようなこともやはり理解し

てほしいし、そういう男女が増えてほしい

なというのもあります。いろいろ話し合っ

たら盛り上がることなのかなと思います。 

 そういった中で、やはり私たちの意見が

しっかりと区の条例だとかいろいろな体制

整備につながるような、13番の推進体制の

整備強化というのは皆さんもおっしゃって

いましたけれども、やはり大事なのかいま

一度確認していきたいとプラスアルファで

確認でもいいのかなと思いましたけれども、

私もそういったところです。 

（石阪委員長） 

 それでは、ぬかが委員、お願いいたしま

す。 

（ぬかが委員） 

 ちょっと杉本さんから出るかなと思って

いたことがあって、いい意味でね、先ほど

今までやってきたことを見直すというお話

もあったと思うんですけれども、恐らくＬ

ＧＢＴとかその辺のことをやったのはちょ

うど白石さんの問題があった５、６年前で

すかね、あの頃だったと思います。 

 当事者からも話を聞いたということで、

私はその後、学校がすごく変わってきてい

て、去年から制服も全部の中学校で選べる

制服ということで、一応３種類、つまり校

則も東綾瀬中だったかな、そこ以外は男子

はズボンで女子はスカートと書かれていた

んですけれども、それが全部見直されて、

制服は３ウェイから選べる。女性もパンツ

スタイルも選べるし、ということになって

いっているのが去年からなんです。最後の

学校は今年からかなということで、そのほ

かもいろいろ学校の中で変化しているし、

努力してきてくださっていると思っている

ので、その成果を確認しつつ、当事者の話

なども聞きながら課題を洗い出すというの

をやれたらいいのではないかと思ったんで

すね。 

 何で杉本さんという話が出たかというと、

去年実は議会サイドで杉本さんが仲介して

模擬区長選挙という四中の子どもたちが実

際に議会に来て、もう一生懸命いろいろグ

ループをつくってやったんですよ。それは

すごくいい意見が出て、よかったと参加し

た議員もみんな言っていて、非常にいい取

組だなと。また、杉本さんも関わっている

選挙管理委員会の関係でも今新しい若い女

性の方が選挙管理委員になって主権者教育

を大事にしたいということで、実際に若者

がそういう行政に参加しよう、みたいな、

そういう流れをそのいい実践をつくってき

た元四中の先生がそのメンバーになってや

ろうというのも選挙管理委員会では進んで

きています。 

 そういうことを考えると、今までのＬＧ

ＢＴとか男女共同参画問題での学校での５、

６年前とは変わっている到達を確認しなが

ら、現状を課題として見据えていったり、

当事者の中学生レベル話を日にち、時間帯

を変えてでも聞くとか、一緒にグループト

ークするとか、そういうこともあってもい

いのかなというふうに思いました。 

 それが１つと、あともう１つは先ほども

お話が出ていて、本当にどきっとしたんで

すけれども、共同親権の話が出ていました。

施行は２年後なんだけれども、基礎的な自

治体にすごく関わりが出てきて、ＤＶの

方々は対象が除外だと言うけれども、その

ＤＶの認定というのは行政ではできなくて、

裁判所でないとできないから、実際に使え
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ないよねとか、あともっと行政に関わりが

出てくるのは、世帯の収入で制度の利用が

できなくなる可能性があるサービスが、こ

こなんかに関わっている児童扶養手当とか

は大丈夫みたいなんですけれども、それ以

外で数十あるとか言われています。 

 つまり共同親権だから両方が親権者とな

ったときに、そういう行政サービスが受け

られなくなる。もちろんまだどうなるか分

からないし、施行されてないから難しいか

もしれないけれども、ちょっとそういう懸

念材料があるので、そういうことも見てい

くことも必要なのかなと思いました。 

 それともう一つは、先ほど来、ほかの方

からも出ているまさにハラスメントが今は

もうすごいことになっているじゃないです

か。 

 メールとかラインの文章でマルをつける

とマルハラだとか、そういうのもあります

でしょう。マルをつけて終わるとマルハラ

とか。 

 本当に言葉だけが踊っていてまさにそれ

を逆手にとったのが、去年流行った「不適

切にもほどがある」というドラマであった

りして、やはり本当の意味のハラスメント

の問題とはちょっと違うなという感じがあ

る中で、そういう男女共同参画、多様性、

人権問題に関わってのそういう分野に光を

当てるというのもありなのかなと思いまし

た。 

（石阪委員長） 

 内藤さん、いかがでしょうか。 

（内藤委員） 

 皆さん、貴重なご意見、ありがとうござ

います。特に自分としては用意してなかっ

たんですけど、皆さんの話を聞くといろい

ろ触発されてそうだ、そうだというふうに

思うことばかりでした。 

 聞いていて特に思ったのは、若年者、若

い人の感覚の話で、私も市川さんがおっし

ゃったように、やはり若い人とか子どもは

現場での教育が我々とはもう違う、今の教

育は、私たちが習ったようなことではない。

人権についてとかいろいろなことが。 

 ですから、遅れているのは何より本当に

ここにいる人たち以上の年代の人たちです。

ここにいる多分全員が習った教育と今の子

たちが習っている教育は違う。ということ

なので、本当にアップデートしなければい

けないのは私たち以上。これをどうやって

いくかというのは多分もうこの委員会で考

えていかなければいけない課題だと思いま

す。 

 そういう意味で、若年層の人に随時入っ

ていただいておかしいんじゃないかという

ことを突きつけてもらうということは大事

かなと思います。 

 そういう観点で言うと、学校というとこ

ろは割といろいろなことに取り組んでいた

だいて、かなり変わってきているんですけ

れども、片野さんが言ってくださったけど、

家庭内というのは私たち保護者世代がやっ

ていますので、学校でいいことを言っても

そうじゃない前近代的なことを言ってしま

う。ジェンダー規範を押しつけてしまうこ

とがある。 

 それから、家庭内だけではなくて、スポ

ーツチーム、放課後はスポーツチームとか

少年団、習い事に行くわけですけれども、

そこもやはり運営サイドは中高年以上が多

いので、ジェンダー規範が再生産されてい

るなと感じます。 

 例えば、スポーツチームのコーチが「明

日は試合だからお母さんにお弁当をつくっ

てきてもらってください」と。そういうよ

うな、それをつくるのはお母さんだという
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ような考えが濃厚にまだあると思います。 

 ですから、自治体として学校現場だけや

ればいいかというとそうでもなくて、それ

だと遅々として進まない。「学校じゃああ

あいうふうに言ったはずだけど、お母さん、

お父さん、コーチはこう言っているし」と

いうふうに子どもは従来の考え方のままに

なってしまって、結局、ジェンダー平等へ

の歩みが遅くなる。改善していく向きにな

らないということになるので、そういった

ところをどうやっていくか。恐らく啓発的

なことが必要で、ＰＴＡやスポーツ少年団

というのは地域に根差した団体なので、何

とかこの地域としてできないのかというふ

うには思います。 

 それから、今、濃厚に出ていたのがハラ

スメントのことです。これはもうちょっと

自分の専門のテーマでもありますけれども、

法律で職場の問題だと労働施策総合推進法

という法律で、パワハラの事業主の措置義

務というのが決まっているんですけれども、

日本の今の法規定は国際労働機関などの国

際水準に照らすと、範囲がすごく限定的で、

労働者、雇用されている者のみが対象にな

っている。でも、雇用されている者だけで

はなくて、フリーランスなども就労してい

る。そして議員も、雇用されてはいないけ

れども就労しているので、みんな働いてい

るときは、ハラスメントを受けてはならな

いとすべきで、あとは求職中もです。まだ

労働者になっていないけれども、就職活動

中、求職者の人も大いにハラスメントを受

けていて、恐らく足立区内の企業に就職し

ようとして、求職活動をしている途中に、

セクシャルハラスメントなどを受けるとい

うケースもないわけではないと思います。 

 就活セクハラは、厚生労働省で今まさに

法改正に向けて動いているんですけれども、

これについて足立区でもなくしていこうと

いう取組をやったほうがいいでしょうし、

さっき遠藤さんからお話が出たカスハラの

話ですけれども、本当に報道が相次いでい

ます。 

 私も自治労というところでカスハラのマ

ニュアルをつくった経緯で、今東京都のカ

スハラの対策の検討部会の委員をやってい

ますけれども、そういう東京都が条例をつ

くるという動きなどもあって、国もやろう

としています。 

 これも例えば性的マイノリティだという

ことでカスタマーハラスメントを受けるみ

たいな、そういう性別に関するカスタマー

ハラスメントも実際に起きています。 

 世の中の性的マイノリティの偏見が残る

ときに、働いている人が性的マイノリティ

だとして、それを揶揄してカスタマーから

働いている人にハラスメントを行うという

こともあったりするので、国の対策もまだ

足りていませんけれども、少なくともこの

足立区内でこういったことも見直していく、

啓発していくこともやったほうがいいです

し、政治領域の男女均等法の関係では、議

員や議員候補者の方のセクシャルハラスメ

ント対策、マタニティハラスメント対策と

いうのも法制化されているので、これもき

ちんと足立区議会でやられているのかどう

か。条例などをつくっている自治体、議会

も多いですよね。 

 そういったことも多分、片野さんの先ほ

どの議員の理解はどうなのかというところ

と絡むと思うんですけれども、議員の皆さ

んが必要だという感覚にならないとなかな

かそういう条例や政策をつくれないことに

なってしまうと思うので、この委員会で意

見を出す必要があるのかなと思いました。 

 あと札本さんから男女の賃金格差の話も
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すごく重要な話だと思います。国が情報公

表をするということにしているわけですけ

れども、それが区内の企業においてどうな

のか。国もそういうふうにしましたけれど

も、必ずしも抜本的に男女の賃金格差が変

わっていることでもないですし、今は裁判

例などで、正規、非正規の格差もなくすと

いうことも大変進んでいますので、それも

合わせて賃金格差をどうしていくかという

ことも見直していく必要があるかなと思い

ました。 

 あとトランスジェンダーの話を秋山さん

が出してくださったと思うんですけれども、

確かに現場では、銭湯とかお風呂、こうい

うところでは来たらどうしようというふう

に思うんですけれども、実際トランスジェ

ンダーの人たちに聞くと、「自分はまさか

入らない」と。 

 トランスジェンダーの人によれば、「私

は女性風呂には入ることを諦めているし、

入れてほしいという主張もしていない。も

う社会の中で自分はどんな性別に見られる

のだろうか、人目を気にしながら生きてい

る」、これは朝日新聞の記事です。 

 まさに私もトランス女性、トランス男性

の人にヒアリングして、そういうところに

行こうという人はいないです。そんな事件

もほとんどないです。本当に問題、事件化

されているのは、性自認ではなくて女性と

偽ってそういうお風呂に入る、犯罪者です

よね、それは。犯罪者とトランスジェンダ

ーのそういう問題は区分けして考えなけれ

ばいけないと思います。 

 それも何でこういうことになっちゃうか

というと、恐らく国できちんと性的マイノ

リティの人権保障がされていないというこ

とと、足立区でもこういうことが条例に書

かれていない。ということで、最初の話に

戻りますけれども、やはり条例というもの

が不可欠かなと私も思っています。 

 個人的には、13の推進体制の整備のとこ

ろに私の意見も入れていただいたんですけ

れども、ポツの３番目です。 

 足立区の男女共同参画条例の中に重要な

規定として苦情処理の手続が書いてありま

す。条例の23条から26条あたりです。男女

条例にはいろいろないいことが書いてあり、

差別やセクハラは禁止と書かれていますが、

そういったことが起きたときに、苦情等の

申し出をすることができると書いてあって、

そして区長は申し出があったら適切に対応

するものとすると書かれています。そのた

めに専門的な意見として苦情処理委員も置

くというふうになっています。 

 自治体によっては非常に運用されていて、

豊島区とか、私も委員ですけれども横浜市

などは何件も事件を処理しています。そし

て、例えば市長や区長から指導等を出す。

民間企業などにこうしなさいというのをや

っています。 

 利用がないと聞いていますけれども、せ

っかく足立区も規定があるので、利用され

ないのがどうした理由なのか、どうやって

利用を促進できるのかということについて

も推進体制のお話だと思うので、議論でき

る機会があればなというふうに思います。 

（石阪委員長） 

 皆さんからご意見をいただいて、１つに

するのはほぼ無理です。これを一緒にする

というのは無理なので、皆さんから出てき

たもので比較的多かったのは、まず１つは

やはり若い人の意見を聞きたい。世代間の

ギャップ、これをどうやって考えるかとい

うところ。たしかに世代の問題というのは

永遠の課題です。どの時代でも出てくるの

で、今、このタイミングでということも１
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つありますけれども、若い世代が正しくて

その上の世代が遅れているのか、先進的、

遅れているのか、こういう対立も私はちょ

っとあまり意味がないと思っています。 

 僕もふだん大学生と接していますけれど

も、まともなことを言う大学生もいるけれ

ども、何だこれはという意見も結構ありま

す。ふざけるなという意見を言う人もいま

す。これはやはり個人差の問題だと思って

います。 

 ただ、圧倒的に世代の問題にどうしても

我々が収れんさせたいと思ってしまうのは、

どうしてもやはり世代間の対立にしてしま

ったほうが楽だからです。そういうところ

もあるので、啓発というのはなかなか難し

いですけれども、１つ皆さんが共通してい

るのは、どなたかの意見を聞きたいという

のがありましたから、例えば足立区として

皆さんの中で聞いてみたいということなの

で、若い人に対してどんな支援をしている

のか。あるいはひとり親世帯、こういった

人たちがどのような課題を抱えているのか

というのは聞いてみてもいいのかなと思い

ます。 

 例えば、これでいうと４ページ、10とか

11あたり、皆さんご指摘をされていました。 

 例えば、11番はこれは居場所を兼ねた学

習支援といって、困窮家庭を中心に学習を

支援してくれるところがあります。足立区

も４つぐらいあったかな、５つか、今は。

そういうところで子どもたちを面倒みてい

るというか、勉強を教えたりとか、大学生

がボランティアでやっていますか。 

（ぬかが委員） 

 ＮＰＯ法人に委託して、カタリバさんと

か。 

（石阪委員長） 

 子どもたちが来て、そこでご飯食べたり。 

（ぬかが委員） 

 実際に携わるのは大学生も多いです。 

（石阪委員長） 

 うちの学生でも結構そういうことをやっ

ている学生がいるんですけれども、意外に

見ています。今の地域の課題というのはど

んな課題があるのかとか。どんな問題を抱

えているのかとか。 

 １つは子どもたちではなくてそこのスタ

ッフの方、実際に日頃子どもたちに接して

いる大学生、ＮＰＯの方をお呼びして今足

立区の子育て支援やひとり親世帯の抱える

課題についてちょっとここで情報共有をし

てみる。これは１つありかもしれません。 

 学校の先生だと呼んでもなかなか難しい

面もあるので、どちらかというとＮＰＯで

あったり、スタッフとして関わっている大

学生、こういった方々にご協力を依頼して、

困難を抱える世帯というのはどのような世

界なのか。今、子どもたちがどんな問題を

抱えて、日々生活しているのか、このあた

りを伺ってみると、何か我々としてアドバ

イスできる糸口みたいなものが見つかるの

ではないかと思います。 

 皆さんの意見をちょっとまとめると、こ

れも１つありなのかなと思います。 

（片野委員） 

 私は実際にひとり親支援をやっているＮ

ＰＯなので、昨年まで委員だった山下さん

もそうですけれども、チョイふるさんとい

うＮＰＯをやっていてひとり親をやってい

ます。 

 区がやっているものに関して、どういう

基準で本当に困窮している人が何％か。か

なり所得制限が甘いと思っています。です

ので、実際問題本当に支援が必要な段階、

参加している人たちの困窮度、それをきち

んと出したほうがいいかなと思います。持
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っている課題が全然違うと思います。 

 実態もよく分かっていません。どこかに

出しているか知らないけど、私たちは知る

ことができない。 

 そこに行っている子たちの全部がひとり

親というわけでもないし、いろいろな子が

混ざっていて、何％そこに該当している子

がいるのかということ。それもきちんと調

べた上でいかないと、その子たちがどの子

たちに接しているかというのが分からない

ので、本当ここで困窮している女性のとい

ったときに、本当に困窮している女性のお

子さんだけを対象にしているわけではない

ので、そこのところはきちんと精査する必

要があるかなと思います。 

（石阪委員長） 

 恐らくそれは区のほうでどういう基準を

設けているとか、どんな方に支援している

のかというところは担当課のほうにある程

度お示しをしていただくことになると思い

ますが、当事者として関わっている方の声

のほうが多分リアルな声が聞けるのかなと

思います。 

 特に、皆さん若い人の話を聞きたいとい

うところがありますので、やはりそういっ

たボランティアに関わっているＮＰＯや大

学生、こういった方々のリアルな足立区の

現場を語っていただいたり、皆さんに情報

提供していただける場があるといいのでは

ないかと思います。 

 若い方の意見としても聞けますし、それ

から困窮世帯を支援しているスタッフとし

てのご意見、お立場も話していただけます。

比較的区もコンタクトがとりやすいのでは

ないかと実際そういったものが５つあると

いうことですので、カタリバであったりと

か、そういうところですね。 

（ぬかが委員） 

 いわゆる居場所を兼ねた子どもたちの学

習支援施設、できると全部見に行っていた

んですけど、ＮＰＯ法人さんの話も聞いて、

カタリバもそうだし、キッズドアとか幾つ

かの法人さんがやっているんだけれども、

そこにどういう子どもが来るかというと、

学校の先生から声がかかって、困難を抱え

ている方に、あんた困難抱えているからな

んて絶対に言わないで、無料で勉強をお兄

さんたちが教えてくれる場所があるから、

行ってみないかと言って、それが居場所だ

ったり、簡単な食の提供だったりというの

をやっているので、私が見に行ったときも

言われたのが、その子には分からないよう

に教えてもらったんだけど、この子は洋服

毎日ずっと同じなんですよ。靴はずっとこ

うなんですよ。だけどここに来て笑顔が出

るようになったんですよ。そんな話がそう

いう方から出てくるので、すごくいいなと

今思いました。 

（石阪委員長） 

 我々も実態が分からないので、どのよう

な支援、メニューが必要なのか、どのよう

な方々がそこでスタッフとして関わってい

るのか知ることも１つですし、もう一つは

先ほど言ったように若い方の子どもたちを

見る目と、我々とでまた視点が違うと思う

んですよね。 

 だからそういった意味で、若い方の意見

としてもちょっと伺ってみたいなと。これ

はどうでしょうか。例えばこれはあくまで

提案ですけれども、もう一つテーマをつく

るかどうかです。これは１つこのテーマ、

皆さん比較的困窮のところ、あるいはシン

グルマザーとか、シングルファザーの支援

というところがありましたから、こういっ

た部分を１つ。 

 それから、もう一つは、やはり推進体制
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のところ、これは１つテーマにしてもいい

のかなと思います。 

 例えば、これは数字が出ていますよね。

これはなかなかあまり検証しないで何とな

く報告という形で終わってしまうんですけ

れども、例えばもう一回ちょっと事務局の

ほうで数字を精査していただいて、例えば

目標値に到達していない、あるいは進度が

これを見ると進んでいないとか、そういう

ところをちょっと確認して、そのために推

進体制としてどこに課題があるのか、こう

いったところもちょっと事務局側と一緒に

調整をしながら皆さんからご意見をいただ

きたいと思っていますので、これは皆さん

から意見が出ましたので、推進体制、これ

は担当課の中だけでできる、ほかから呼ぶ

というよりは担当課のほうでできることだ

と思います。この２つかなと思います。 

 あとやはり気になったのは、雇用の問題

もやってもいいかなと思ったんですけれど

も、皆さん実際に働いていらっしゃる方、

これはなかなか難しいかなと。区が民間企

業にアプローチしていろいろな民間企業の

お話を聞くということもいいですが、この

委員の中にも田口さん、市川さんがいらっ

しゃるので、先進的な取組、そういうとこ

ろでも聞けると思いますし、課題というの

もここで同じような意見ということになっ

てしまうと呼んでもなかなか難しいかなと

思います。取りあえず今年度についてはそ

のあたりなのかなと思います。 

 そうしたら、今、内藤さんが言われたよ

うに、推進体制のところ、ここの中でそれ

こそ役所の中の問題もそうですし、それか

ら実際に予算や人をどうつけるかというと

ころにも関わってくる問題でもありますし、

いろいろな問題にアプローチできるのでは

ないかと思います。 

 ということですが、多分皆さん、これが

やりたかったのにとかいろいろあったと思

いますが、やはりこれは時間と回数の制約

もありますので、ちょっとそのあたりを中

心に次回以降、私と事務局とで調整させて

いただくということで進めたいと思います。 

 せっかくですから、外からいろいろな方

をゲストとしてお越しいただいて、皆さん

から自由にご質問をいただいたり、ご意見

をいただく場を設けたいと思っていますの

で、前回は町会・自治会結構大変でしたけ

れども、それはそれでまた面白い経験、ユ

ニークな経験にもなりますし、今回はまた

こういった支援者が恐らく中心になると思

いますが、ぜひ皆さんまたその場でいろい

ろとご質問、ご意見をいただければと思い

ます。 

（内藤委員） 

 １点目の支援者にお話を聞くという話で

すけど、そのときに前回の教訓だと、来て

いただく方に趣旨を、我々の趣旨を事務局

から丁寧に伝えていただいて、決してその

人たちを責めるというものではないという、

前回ちょっとそういう雰囲気になっちゃっ

た感じもあったので、ぜひお話を参考にさ

せていただきたいという趣旨で、お願いい

たします。 

 あと１点目については、やはり困窮家庭

の問題は困窮の大きな要因は就労がないと

いうことなんですよね。就労にうまくつな

げる、就労できないという場合もあります

けれども、病気や障がいなどがあって、で

もできる就労につなげるということが大事

で、そういう意味では、ハローワークさん、

41ページのひとり親家庭就労支援事業みた

いなところだと思いますけれども、こうい

ったところをどうやっているのか聞く。ス

タッフに話を聞くだけではなくて、担当課
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さんにお話を聞くというのもいいのかなと

いうふうに思いました。 

（石阪委員長） 

 ですので、こういった就労支援の問題も

実は大きく関わっていて、親が就労できな

い環境にある。それが困窮に向かうという、

こういった悪循環を断つという意味でも、

こういった方々のお話を聞いたり、情報提

供があったりするといいかなと思います。 

 それから、確かに内藤さんがおっしゃっ

たように、去年はよく趣旨が分からずに、

ゲストの方がいらっしゃって、公開処刑と

は言いませんけれども、何となく質問がが

ーっと来てしまって、ちょっとなかなか来

ていただいた方に場合によってはちょっと

不快な思いをさせてしまった面もあったか

もしれませんので、今回はお呼びするのに

当たってやはり趣旨、しっかりと説明して

実はこういう趣旨で今回この委員会の中に

お招きしたいと。 

 質問としてはある程度、こちらとしては

こんなような質問を考えていますというよ

うなことを、事前質問は昨年もあったんで

すけれども、趣旨がうまく伝わっていなか

ったということです。 

 ですので、その辺は改めてこちらとそれ

から事務局と調整させていただきたいと思

います。失礼のないようにしたいと思って

います。 

 それでは、今、皆さんから一通りご意見

をいただきました。また、適宜、今回主の

テーマにはならないとしても、大事なテー

マばかりですので、またこういった会議の

場面でまたご意見をいただければと思いま

す。 

 一応テーマについてはそういう形で進め

させていただくということにいたします。 

 

５ 今年度の委員会開催回数及び開催日の

決定について 

（石阪委員長） 

 開催日の決定について、事務局お願いし

ます。 

（柏村主査） 

 事務局のほうから５番についてご説明さ

せていただきます。 

 お手元の資料３、開催日程表をご覧くだ

さい。 

 本日は第１回目、こちらの生涯学習セン

ターで開催いたしましたが、次回以降は

Ｌ・ソフィアにて午後の開催となります。

第２回推進委員会は７月29日月曜日の午後

２時から４時でＬ・ソフィア３階第２学習

室にて開催いたします。 

 開催通知は後日送付させていただきます

ので、ご確認、よろしくお願いいたします。 

 

６ その他 

（石阪委員長） 

 それでは、６のその他になります。 

 皆さんから何かありますでしょうか。 

 日程についてはこういう形で進めていき

たいと思います。 

 それでは、事務局から何かその他があれ

ばお願いします。 

（柏村主査） 

 私のほうから２点、ご案内がございます。 

 まず、１点目、皆様の机にお配りしたフ

ァイルに口座振替依頼書というものが入っ

ております。お名前とご住所、それから本

日の日付をご記入していただいて、新規委

員の方については振込先の口座情報もご記

入ください。ご記入後、委員会終了後に事

務局までご提出をお願いいたします。 

 また、新規委員の方のうち、マイナンバ

ー関係の書類をご持参していただいている
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方については、そちらの書類のご提出をお

願いいたします。 

 次に、２点目として今後のイベント、講

座についてです。 

 配布資料の中にチラシを４枚入れさせて

いただきました。上から順に６月15日土曜

日開催の「ジェンダーの視点でレベルアッ

プ、あなたのまちの避難所」。それから、

６月25日火曜日実施のオンラインセミナー

「女性がいきいきと働ける職場をつくる、

健康経営の視点から」。７月24日水曜日実

施のオンラインセミナー「わたしらしい

『複業』ライフ これからの働き方・暮ら

し方をデザインする」。こちらの３点につ

いては現在申込受付中でございますので、

もしご参加していただける委員につきまし

ては事務局までお声がけいただくか、後日

チラシに記載しております方法にてお申し

込みください。 

 また、４枚目のチラシ、７月27日土曜日

開催の「町会・自治会のお悩み解決しま

す！みんなが参加したくなる町会・自治会

運営講座」は６月26日水曜日から受付開始

となっておりますので、こちらも合わせて

お願いいたします。 

（小木曽課長） 

 事務局からは以上になります。 

（石阪委員長） 

 それでは、皆さんから何もなければ以上

ということにさせていただきますが。 

（内藤委員） 

 新任の方は初めてごらんになると思いま

すが、この５ページに、昨年度の皆さんに

ご提案していただいた提言とそれに対する

区の方針が載っています。 

 先ほどからオンライン会議の話が出て、

開催方法の多様化、そうするといろいろな

層が参加しやすくなるという話が出ていま

すがそれに対しても区の方針で、５ページ

の一番下のところにあるように「オンライ

ン会議のさらなる実施」、「普及啓発」と

回答をもらっているので、この会議からや

らないと、示しがつかないのではないかと

いう気もします。ハイブリッド式ですね。 

 ここに来られたほうが共有できる情報量

は多いと思うので、ここに来られる人は来

るほうがいいと思いますけれども、ちょっ

と時間的に、今だと、来る時間がないと欠

席という形になってしまうし、これからい

ろいろな若い層とか、今まで参加していな

い層に入ってもらうというときに、対面だ

けだと参加しにくいので、今年度途中から

でもオンライン併用でやるなんていうこと

は可能だったりするんでしょうか。 

（岡係長） 

 オンライン会議を開催するに当たりまし

て、こちらのほうでまず規定の整備をしな

いといけないというのがありますので、ま

ずそれをやらせていただいてというところ

で、ちょっと今年度中からできるかどうか

は……。 

 できますか、取り急ぎということで。 

（内藤委員） 

 内部的に規定を改正するということです

ね。来年度からになるとしても……。 

（依田部長） 

 今年度中にできます。 

（内藤委員） 

 そうすると途中からもしかしたら可能に

なるかもしれません。ありがたいです。 

（杉本委員） 

 今のハイブリッドでやるという、先生お

っしゃったように、やはり対面で話したほ

うが基本的にはやはりベターであるという

のは確かなので、できればさっき言った時

間、この２時、４時というのは例えばオン
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ラインでやれば来やすいですよとは言うも

のの、働いている人、学生、一番活発に活

動しているのが２時、４時なので、時間も

改めてちょっと考慮しないと、さっき言っ

たように我々この１年、一生懸命考えたの

に、結果余計なお世話だと言われたらがく

っと来るし、逆に批判的な人から見たら、

ただアリバイづくりでやっているんだろう

というふうに言われてしまうので、やはり

中身あるものにしないといけないという意

味では我々も含めてちょっと変わらないと

まずいかなと。それは今年度からやはりや

っていかないと、という気がします。 

（石阪委員長） 

 開催時間の問題ですかね。 

（杉本委員） 

 ハイブリッドにしつつ、２時、４時って

参加しづらくないですかという話です。 

（石阪委員長） 

 逆に言うと若い人は夕方になるとまた駄

目なんですよ、アルバイトがあるとか。 

（杉本委員） 

 アルバイトであれば調整できるけど、学

校とかそこを休んでまで来てくださいとい

うのはなかなか言いづらい。 

（石阪委員長） 

 １つはやはりまずは時間を午前にするこ

とはできると思います。午前、午後のどち

らかということになると思いますけれども、

夜というのはなかなか難しいんじゃないか

な。 

（内藤委員） 

 保護者世代を考えるとやはり夕刻もよろ

しくないと思いますし、働いている人にと

っては、ワークライフバランス、事務局も

いますし、それもどうかなと思うので。 

 私もＰＴＡの役員をやっていて、今、工

夫しているんですけど、時間を12時から１

時を入れる。そうすると少なくとも１時間

はオンラインで参加できる、食べながらと

か。そういう工夫もありかなと。もちろん

あと残り１時間は出れなかったりしますけ

ど、そういう少しずつできることから、座

長のご都合とかもあると思いますし、事務

局の皆さんにはちょっとお昼ご飯をずらし

ていただいて、申し訳ないですけど。 

 皆さんのご意見を聞きたいです。 

（片野委員） 

 質問させていただきたかったのは、若い

人というのは幾つぐらいを定義しているの

か。それによって行動のパターンが違うの

で、例えば私たち女性団体連合会で、国際

女性デーミモザフェアをやって、来てくれ

ている若い子たちがいるんですけど、その

子たちにそういう話をして、ここで話して

もらうというのだと、私の頭の中では大体

18歳から24歳ぐらいまでなんですけれども、

先生がおっしゃっている若い子というのは、

大体何歳をイメージされているんでしょう

か。 

（石阪委員長） 

 これは国によって全然違って、日本は若

者支援というと40歳までです。どう考えて

も海外、ヨーロッパではあり得ない。大体

普通は海外は25歳です。 

 ところが、日本は若者に対してすごく寛

容というかどんどん伸びていきます。昔

我々が支援やっていた頃は35歳までだった

のが40歳になり、今はもう40歳過ぎても若

者支援という形で予算もつくような状況に

なっています。 

 我々の常識からすると、やはり二十代と

いうくらいですかね。30歳になってくると

若い人からするとどうなんだろうな、30歳

になると若者と自分で名乗らなくなってく

るのではないかと思うけど。 
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（片野委員） 

 もし、例えばそういう人たちを呼びたい

ということであれば、実際にミモザのとき

にもそういういろいろな世代の方が来て、

話し合ってこういうことを考えているんだ、

若い人は、という意見もあったんです。 

 ですので、そういう人たちに声をかける

ということができるのであれば、私のほう

からこういうのに参加してもらえますかと

いうことで、応募者がなかったことがあっ

たので。 

（石阪委員長） 

 委員の応募の件ですね。 

（片野委員） 

 そうです。 

（石阪委員長） 

 これ、ゼロというのは残念ですから、情

報がなかなかいかなかったのか、それかこ

ういう委員だとやはり厳しいということな

のか。それはちょっと開催時間の問題なの

か。そのあたりちょっと分からないので。 

（内藤委員） 

 足立区の大学にも案内を出したりしてい

るんでしょうか。 

（石阪委員長） 

 ちょっとこの応募についてはまた事務局

と検討します。何がどこに原因があったの

かというところは今のところは分からない

ので。 

（片野委員） 

 声をかけて来てもらったほうがいいのか。 

（依田部長） 

 若い人という定義については、今区役所

の中では29歳ということでさせていただい

ていますが、別に大学生では嫌だとか、社

会人じゃ嫌だとか、そういうことではなく

手がたくさん挙がればその中で優秀な方に

ご参画していただきたいと思っています、

というのが１点目です。 

 ただ、それとは別に今日皆さんにご意見

いただいたように、どういう方々から意見

を聞きたいのかというところと、ここのメ

ンバーになっていただくということとは別

問題だと思っていますので、今日、委員の

皆様から若い人たちの意見を聞きたい、若

い人は誰というのは委員長はじめ委員の皆

様でご議論していただければと思っており

ます。 

（石阪委員長） 

 ちょっと分けて考えるということですね。

委員のメンバーに入る方と、ここに来てい

ただいてお話を伺う方。 

 ほかはよろしいでしょうか。 

 それでは、以上で本日の会議ですけれど

も、終了とさせていただきます。長時間ど

うもありがとうございました。 


